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肝胆膵の語源

〈長崎市・田上病院顧問〉土屋涼一

　一昨年の本誌（長崎県医師会報平成9年7

月第618号p37～42）に同じタイトルの小論

文を発表したが、ほとんど漢宇の肝胆につい

てのみ言及した。そこで今回は印欧語族を中

心とした肝について述べ、さらに若干の肝に

纏わる事柄を述べることにする。

1）印欧語族における肝

　高津春繁（1）によると、印欧語族とは東は中

央アジアより西はヨーロッパの西端に至るま

で、また現在ではアメリカ大陸及び濠州にま

で拡がっている一大言語族に与えられた名称

である。印欧語族の祖語については風間喜代

三②は、諸説あるが紀元前2千5百年をめど

に、具体的に考えて、その故郷を求めるなら

ば、南東ヨーロッパ（黒海からカスピ海の北

にひろがる水と草原に恵まれた地域）説が最

も有力であると考えられるとしている。なお

アラビア語（アラブ諸国の言葉）、ヘブライ

語（イスラエルの国語）や古代エジプト語な

どは北アフリカ・西アジア語族に属し印欧語

族ではない（3）。

　肝は英語で1iver、ドイッ語でleberとい

いよく似ているが、しかしフランス語では

foie、イタリア語ではfegatoである。さらに

ギリシア語ではhepar、ラテソ語ではiecur

である。ついでにサンスクリット語で
yakrt、アラビア語ではkabid、エジプト語

でamstという。全くまちまちに表現されて

いる。偶々The　Oxford　Dictionary　of　En－

glish　Etymologyという辞書（4）を見たとこ

ろ、There　is　no　common　Indo－European

name　for　the　liver．と書いてあった。幸いに

して印欧語族の同義語の辞書（5）を手に入れる

ことができた。それによると表1のごとく共

通の言葉というものはないが、同系と思われ

るものを集めていくつかのグループにわける

ことができる。

表1　印欧語における肝

ギリシア hepar 古アイスラソド 1ifr リトアニア kepenys，　laknos（P1）

新ギリシア sykoti デソマーク 1ever レット aknas（pl）

一　　　　一

tアン iecur スウェーデソ 1ever 教会スラブ letro

イタリア fegato 古英語 1ifer セ・クロ＊ jetra

フラソス foie 中英語 1iver ボヘミア jatra

スペイソ higado 新英語 liver ポーラソド watroba

ルーマニア ficato オラソダ 1ever ロシア pecenka，　pecen

アイルラソド oa 古高地ドイツ 1ibara サソスグ yakrt

新アイルラソド oe 中高地ドイツ leber（e） アヴェスタ yakara

　　　　“Eエールス afu 新高地ドイツ 1eber 一
ブリタニー 伽

セ・クロ＊：セブロ・クロアチア、 サソスグ：サソスクリット
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ギリシア語のheparはηπα、oであるが、7iは

気息音で、発音するとheとなるのである。

その属格はhepatosで、ラテン語iecurの属

格はiecoris、リトアニア語がjaknos、古リ

トアニアjekanas、サンスクリッ1一語が

yakrtで、似ているという感じは拭いきれな

い。レット語がaknasで、サンスクリット

語yakrtの属格がyaknas、アベスタ語
yakaraで同様に似ているとおもわれる。

　新ギリシア語のsykotiは、　sykotonの縮
　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　ノ小形で、sykotonはsykon　fig　から来た

sykotosの中性形である。　hepar　sykotonと

は乾燥したfigsで飼育された動物の肝を表

現した。figのラテン語はficus、　sykotonに

相当するラテン語がficatumで、これからイ

タリアのfegato、フランスfoie、スペイン

higado、ルーマニアのficatが生まれた。

　アイルランド語oa、新アイルランド語

ae、ウエールズafu、ブリタニーavuでケル

ト人に共通の語源があると思われる。

　古アイスランド語はlifr、古英語はliferで

ゲルマン語として共通のものがある。恐らく

ギリシア語の1ipos　＝　fat、1iparos＝fattyから

きており最初に食品としての肝に名づけられ

たのであろう。

　ロシア語のpecenkaやpecenは　焼く

を意味するpecからきている。同様にリト

アニア語のkepenisは　焼く　の意味の
keptiからのもので共に“cooked　liver”から

きたものである。

　教会スラブ語がjetro、セブロ・クロアチ

ア語jetra、ボヘミア語jatraというが、互い
　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　ノに似ている。教会スラブの　子宮　を意味す

るatrobaとポーランド語のwatrobaが近い

と思われるという。

2）シュメールと肝

　人類は何時頃から文字を使うようになった

のであろうか。

　文字とともに、文字による人類の歴史もは

じまるがそれは、メソポタミアにおいて、す

でに都市国家時代にはいった、前三千年の頃

であった（文献6）。また貝塚茂樹（7）による

と、古代文明の中ではシュメールがまず文字

を発明し、ついでエジプト、インダス文明が

文字を使用した。文字をもって言語をあらわ

すという着想が、シュメールから他の文明国

に伝播し、それぞれの国の文字の成立をうな

がしたのではないかといわれる（文献7、p．

72）。また貝塚は永河時代のオリエントの気

候は、歴史時代や今日とはまったくちがって

いたという。今日は大西洋からヨーロッパを

西から東にふきぬける暴風が、その頃は、ヨー

ロッパ上空の寒冷な空気によって南に圧迫さ

れ、北アフリカから西アジアを通っていた。

したがって後に砂漠やステップになったとこ

ろに、草木がおいしげっていた。およそ前一

万年から前六千年までの中石器時代に気候が

変わり、肥沃な土地が砂漠やステップになり、

人々は沼地で人の住めなかった大きな川の流

域に下がってきて野生の小麦や裸麦を採集し

たり、家畜を飼いはじめ、定住生活に移行し、

やがて農耕がはじまった。およそ前六千年な

いし四千年の新石器時代には、村ができ、つ

づいて町も生まれた。パレスチナのジェリコ

で発掘された町は世界で最古のものである。

この年代は、放射性炭素試験の結果、前五千

年ごろのものであることがわかった。

　飯島　紀（8）によると、チグリス、ユーフラ

テス両河に肥沃な土地が出現すると、人々の

定着が始まったが、この人達はシュメール人

ではなかった。シュメール人は紀元前3500年

頃からこの地方に侵入し、キシュで第一王朝

を作り上げたという。彼等の言葉はセム語族

や印欧語族ではなく、アルタイ諸語系の特徴

を多く持っており、ことによるとシュメール

人はモンゴロイドの親戚かもしれないとおも

われるとしている。

　ウル・ナンムはウルを都として、五代110

年に及ぶウル第三王朝（前約2065～1955）を
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樹立した。（文献7p．348）

　この頃からセム族の文化は深くシュメール

に浸透していた。シュメール語と並んでアッ

カド語が第二国語となり、将来を占うのに羊

の肝臓を用いるなど、宮廷で公然と行われる

ようになったという。飯島はこの文献で肝臓

の占いについて述べていないが、シュメール

語の肝臓を記載している。初期の肝の絵文字

は菱形で古典的模形文字、ついで後期模形文

字と文字に変遷はあるがhurと読む（p．

38）。しかしp．267では同じ絵文字と発音で

　描く　の意味となり、p．305では肝臓の

ほかに　印　、足枷　、さらに　引っ掻く

の意味が示されている。なおp．324には肝

占いをするために小羊を使用したためであろ

う、sila　kingiaという言葉を紹介している。

silaは小羊、　kingiaは　前触れ　または　使
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

老　で肝占いのための小羊　の意味である。

　杉勇（9）によれば、ペルシャの古都ペルセ

ポリスの遺跡の各所に「ペルシャ語でもなく、

アラビア語でもアルメニア語でもユダヤの語

でもなく、何人にも読めない碑文」がきざま

れているのを最初に認めた人は、スペイソの

ペルシア使節であったアンi一ニオ・デ・グヴ

ェアで1602年のことであった。またイタリア

の旅行家ヴィアッギ・ディ・ピェトロ・デッ

ラ・ヴァッレが1621年IO月　21日の手紙にペル

セポリスの岩壁に刻み込まれたしるしの五つ

を写しとったが、ヨーロッパ人の手で写し取

られた模形文字の最初の記念すべき文字とな

った。その後模形文字に対する関心が異常に

たかまったが、このような状勢の最中に登場

して、喫形文字解読のための根本原理をはじ

めてとなえた人が、日本研究で有名なドイツ

人エンゲ1レバート・ケンペルであった。かれ

はドイツ生まれでそこで学問を身につけた

が、大部分をオランダですごした国際人であ

った。かれは1690年（元禄三年）来日し日本

滞在中に西欧にとデて未知の植物を始め、風

俗・習慣や歴史を研究して、日本の国情をひ
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ろく正しくヨーロッパ人に紹介した。かれは

シナについても深い関心をもち、またペルシ

アについての研究も異常な熱意をもってい

た。かれは古代ペルシア語で書かれた三行の

短い碑文と、バビロニア語で書かれた長文二

十四行の碑文を写し発表したが、その功績は

大きい。そして「襖形文字」という語を用い

た最初のひとであるという。

　さて前回の論文で漢字の出来方の法則であ

る六書（りくしょ）を紹介したが、杉が襖形

文字もエジプ｝一古代文字もその出来方は、ま

ったく漢字と一致するとしているのは興味深

い。また現在、年代のわかっている最古の文

書は古都ウルク第四b期層出土の約六百八十

通の古文書で紀元前3100年ころのものとされ

ているとのことである。

　大英†専物館のWest　Asian　Antiques（西ア

ジア古代美術）、メソポタミアの部に、高さ

14．5センチメートルの羊の肝の粘土模型があ

る。恐らく肝占いを生徒に教えるためのもの

で、表面は多数の区画で区切られているが、

各々の区画には、夫々の部分にあらわれる“し

るし”の意味について、模形文字で説明が刻

まれている。バビロンの北方のシッパールに

て出土、紀元前1700年頃のものと思われる。

　肝占いについて述べられた文献を直接読ん

だわけではないが、Chenら89が比較的詳し

く記載しているので紹介する。肝占い
（hepatoscopy）とは予言的な“しるし”を

得るため、羊を犠牲にしてその肝をみること

で、バビロニアの人たちの間で高度の発展を

とげたものであった。国家的並びに私的でも

重要な出来事が占われた。旧約聖書のエゼキ

エル書第21章21節に「バビロンの王は道の分

かれ目、二つの道のはじめに立って占いをし、

矢をふり、テラピムに問い、肝を見る。」と

肝占いが記載されており、やがてそれはヘブ

ライ人のみならずエトルリア人ついでギリシ

アやローマ人に拡がった。
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